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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月10日(2015.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電話から出力される外部音声信号の入力部と、前記入力部から入力された外部音声
信号に基づいて振動する軟骨伝導部と、前記軟骨伝導部を携帯電話に支持する支持部とを
有することを特徴とする携帯電話補助装置。
【請求項２】
　前記支持部は携帯電話に被せられるソフトカバーであり、前記軟骨伝導部は前記ソフト
カバーの上部角部に配置されることを特徴とする請求項１記載の携帯電話補助装置。
【請求項３】
　前記ソフトカバーは上部が肉厚部分として構成され、前記肉厚部分における一方の角部
に軟骨伝導振動源が配置されることにより、前記ソフトカバーが携帯電話に被せられたと
き前記軟骨伝導振動源が配置された前記肉厚部分の一方の角部が前記軟骨伝導部として携
帯電話に支持されることを特徴とする請求項２記載の携帯電話補助装置。
【請求項４】
　前記ソフトカバーの肉厚部分の他方の角部内に携帯電話の外部出力ジャックに挿入され
る外部イヤホンプラグが前記入力部として配置されることを特徴とする請求項３記載の携
帯電話補助装置。
【請求項５】
　前記外部イヤホンプラグは、前記ソフトカバーが携帯電話に被せられる前に携帯電話の
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外部出力ジャックに挿入可能に前記肉厚部分の他方の角部内に配置されることを特徴とす
る請求項４記載の携帯電話補助装置。
【請求項６】
　前記入力部から入力された音声信号に基づいて前記軟骨伝導振動源を駆動する駆動部を
有することを特徴とする請求項３から５のいずれかに記載の携帯電話補助装置。
【請求項７】
　前記駆動部に給電する電源部を有することを特徴とする請求項６記載の携帯電話補助装
置。
【請求項８】
　前記軟骨伝導振動源は電磁型振動子であることを特徴とする請求項３から７のいずれか
に記載の携帯電話補助装置。
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